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1 は じ め に

米の過剰傾向が高まるなど.米を取り巻く情勢が厳 しさ

を増す中,農業経営の安定と発展を図るためには, これま

で以上に複合経営を推進する必要があり,収益性の高い野

菜,花 きなどを水田転換圃場に積極的に導入することが重

要となっている。

しかしながら,秋田県の水mは強グライ土土壌の割合が

非常に高く,畑地に転換した場合,排水性や砕土性が劣る

ことから,こ れまでは野菜,花 きなどの生産は非常に不安

定だった。

本試験では,強グライ土水田に籾がら補助暗渠を施工 し

て短期間に排水性と砕土性を改善し,エ ダマメが増収する

ことを確認したので報告する。

2試 験 方 法

(1)試験場所 :由利郡大内町S氏圃場 (前年水稲無代か

き移植栽培・ 圃場の大きさ110m× 10m)

2)土壌 :細粒強グライ土 (田川統)

13)試験区 :

1)籾がら補助暗渠有り

2)籾がら補助暗渠無し

14)供試機械 :Mo社 クローラトラクタSMK-80, S

社 SPF12

6)供試作物・ 品種 :エ ダマメ・錦秋

6)耕種概要 :

1)播種期16月 13日

2)中耕培± 17月 6日 ,7月 27日

3)収穫期 19月 10日

4)畝間 ,75cn,株 間 :25cn

5)施肥量 (kg/a)1全量基肥 ;N,P′ 0,,K20各

03

6)供試肥料 :LP-70,塩 化カリ,過燐酸石灰

3 試験結果及び考察

(D 施工方法

水稲栽培終了後の転換前年秋にブラウ耕,弾丸暗渠を施

工した強グライ土水田圃場において,転換初年目の春先に

籾がら補助暗渠を5m間隔に施工し,弾丸暗渠と交差させ

て籾から補助暗渠有り区を設けた。

籾がら補助暗渠の施工は,Mo社の80馬力のクローラト

ラクタにS社の SPF12を取り付けて行った。籾が ら補助

暗渠の施工溝幅は約 10clnで ,溝 の深さは約55mで あった

(図 1)。
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図 1 補助暗渠の施工方法 (4月 9日 )

供試機械 :Mo社 クローラトラクタ

SMK-80,S tt SP「 12

la)補助暗渠有り (bl 補助暗渠無し

図2 補助暗渠による排水効果

(6月 27日・前日の降水量48mm/日 )

(ω 断面図
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12)排水効果

籾がら補助暗渠の表面排水効果を図 2に示した。エダマ

メ播種14日後の圃場の状態で,前日の降水量は48 omで あっ

た。(b)の籾がら補助暗渠無し区ではエダマメを乗用管理機

で播種した時にできた轍に滞水しており,(alの籾がら補助

暗渠有り区では,降水のほとんどが圃場表面からツト水され

ていた。これは,降雨後圃場の重力水が籾がら補助暗渠か

ら弾丸暗渠に集水され,明渠を通って排水路へと圃場外に

排出されたためと考えられる。

0)砕土率と畑地化促進効果

5月 28日 にロータリ耕を行った時の20mm以下の砕土率は
,

籾がら補助暗渠有り区は,籾がら補助暗渠無し区と比べ
,

ロータリ耕 1回目から砕土率が高くなっている。これは
,

籾がら補助暗渠施工により,土壌の乾燥が促進されたため

と考えられる。

また,塑性限界 (%)と pF1 8含水比 (%)か ら求めた

畑地化指数は,籾がら補助暗渠有り区が大きく,畑地化促

進効果の高いことを示している (表 1)。

表 1 補助暗渠による砕土率向上と畑地化促進効果

表2 補助暗渠がエダマメの生育に及ぼす影響

補助暗渠有り 263  88
補助暗渠無 し 242  82

401
34 6

132   42
125   39

注 ※ 1:ロ ータリ耕 (5月 28日 )

※2:数値が10に近いほど畑地化促進
※3i水稲無代かき移植栽培後4月 9日 調査
※4:エ ダマメ栽培後10月 20日調査

“

)エ ダマメの増収効果

エダマメの生育は,7月 29日 で主茎長,主茎節数で籾が

ら補助暗渠有り区が優り,9月 10日 の収穫時でも籾がら補

助暗渠有り区が主茎長,主茎節数,分枝数とも優っている。

図 3にそれぞれの収量を示しているが,籾がら補助暗渠

有り区は特に 2粒奏,3粒薬の割合が非常に大きい。

籾がら補助暗渠無し区は,エ ダマメの花芽分化期や開花

期などに排水不良が原因の湿害を受け,生育が抑制された

注 耕種概要 :土壌 ;田川統 ,

月13日 ,畝間 :75cm,株間
K20各 0 3kg/a

品種 :錦秋,播種期 ;6
125卸 ,基肥 ;N,P206.

補助暗葉有り  補助暗渠無し

図3 補助暗渠によるエダマメの増収効果

が,籾がら補助暗渠有り区は,圃場表面の重力水が速やか

に圃場外に排出され,強グライ土水田転換初年目圃場でも

大きな湿害を受けず,増収したと考えられる。

4 ま  と  め

強グライ土水田の転換初年目の春先に籾がら補助暗渠を

施工し.弾丸暗渠と交差するようにした。

圃場の重力水は籾がら補助暗渠から弾丸暗渠に集水され
,

明渠を通 じて圃場外に排出されるため,本暗渠の効果の劣

る強グライ土水日の転換畑においても排水効果は極めて高

い。砕土率は,補助暗渠により耕起 1回 目から高まり,畑

地化指数が大きくなり,畑地化が促進される。

エダマメの生育は,籾がら補助暗渠施工により主茎長 ,

主茎節数,分枝数がやや多くなる。また,2粒薬, 3粒葵

の割合が高 くなり,増収する。
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(cm) 節数  (cm) 節数  (本 )

― ― -611 lH 4  0
303  370  426   573豪

`

668豪 4  086
補助暗渠無し 195 333 376  520棗 , 714楽 , 073
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